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今 日ほど大学における学生教育の点検 と改善が求められている時代はない。

教育事業を推進する大学側にあっては、常に時代の進展 に対応 した適切 な教育プ

ログラムを用意 し、組織的な教育体系 を構築することが求められる。 また、実際の

教育に従事する教師においては、これまでの研究 と経験 を基礎に、創意 と工夫 を加

えた効果的な教育実践を遂行することが求められる。

一方、大学で学ぶ学生諸君において も、高等学校 までに獲得 した知識や形成 した

能力 を基礎に、自己の学修 目標 と学修計画を設定 し、意欲的 ・積極的に勉学に励む

努力が強 く求められる。

本稿では、教育現場からのレポー トとして、2つ のテーマを取 り上げた。1つ は、

レポー トの添削 ・返却 に関する教師か ら教師への呼びかけであ り、2つ は、知的学

生生活の確立に関する教師から学生諸君へのメッセージである。

〈第一話 〉教師 か ら教師 へ一 レポ ー トの添 削 ・返却

レポー トの ゆ くえ

どこの大学で も学生へ の レポー ト提 出 とい う課題 は、多 くの教 師が種 々の目的の

ために課 してい るよ うであ る。特 に成績評価 を行 う目的の ため に とられる例が多い

ように思 われる。私の大学時代 で もか な り多量の レポー トを作 成 し、提 出 した記憶

があ る。各大学 で現在 、学生 一人 当た り平均 で年 間 に どれだ けの レポー ト提 出が 、

学生諸君 に課せ られてい るのか詳 しくは知 らない。 しか し、臨時試験 や学期末試験

の シーズ ンとなる と、 レポー ト作成で多 くの学生が多忙 となるこ とは容易 に想像 さ

れ る。
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ところで、 これ ほど多量 に作成 され る学生の レポー トが、提出 された後 、 どの よ

うな運命 をた どるか について、私 はたえず心 配 を し続 けて きてい る。実 は殆 どの レ

ポー トが、教 師側 の当初 の成績評価 目的の達 成 と同時に事実上の死 を迎 えているの

で はないか とひ どく恐 れているのであ る。私 の この ような不安 は、若い講 師の時代

にお けるあ る学生 についての発 見 によって形 成 され、今で はか な り肥大 して きてい

る。

ある学年度 の秋 、担 当科 目の一つ について臨時試験 の代 りに幾つかの課題 を指示

して、400字 詰 原 稿 用 紙 で10枚 程 度 の レポ ー トの提 出 を課 した こ とがあ った。期 限

を遅れて提 出する学生が少 な くなか った中 にあって、講義への出席状況 の よい一 人

の男子 学生(4年 生)が 、 な ん と期 限 の は る か2週 間前 に レポー トを提 出 した ので

あ る。滅多 にお 目にかか れない快挙 であ るだけに、受 け取 って研究室 に戻 り、机 の

上 に取 り出 して読 むまで、はや る心 を抑 えるの に苦労 した もので ある。

ところが、いい知 れぬ喜 び と期待 にうち震 えていた心が、恐 ろ しい落胆 と憂 うつ

の灰色 に支配 されたのは、読みは じめてか らわずか15行 も進 まぬ うち で あ っ た。 内

容 が貧 弱 であったか らで はない。原稿用紙 の升 目を埋 めてい るのは、お よそ大学生

の文 章 といえる もので はな く、 まさ しく文字 の幼稚 な積 木であ ったか らで ある。誤

字 ・脱字 が堂 々 と恥 じるこ とな く随所 に顔 を出 した り、句 読点のつ け方が無法則 で

あ った り、主語が なか った り、文章が どこまでいって も終わ らないな どレポー ト全

体 が欠陥 だ らけであ った。 どうにか主題 に関連す る もの を書 こう とは してい るが、

文章 その もの と しては中学の上級生 の良質の作文 に も及ばない ものであった。求め

られているのは、 ある主題 についての論理的 な究明過程 とその論述 であるの に、そ

れ以前 の作文力が これ ほどおそ まつでは、大学 にお ける知 的営 み と しては 「話 にな

らない」 わけであ る。

私 の心 は、その時、 この学生 の側 に文章 を書 く訓練 が 日常 的に行 われていないこ

とを責 めた り、あ るい は もっと一般 的に、現在 の学生諸君 が文章 を書か な くて も大

学生活 をエ ンジ ョイで きるような環境 におかれ てい ることを嘆 いた りす るこ とだけ

ではお さまらなか った。 これ らは しば ら く学生 とつ き合 ってみればす ぐに理解 で き

る ことだか らであ る。私 が この ことに接 して驚愕 したのは、 この ような学生がその

まま何 の指導 もな されず4年 の 間放 置 され て い た事 実 その ものであった。

読者 の中には、 とくに教 師の多 くが、 この学生の ような事例 は全体か らすれ ば少

数 に属す る と思 われ るか も知 れないが、実際 には、彼 が向学心 に燃 える学生であ る

ことは私 の半年間の観察 によって確認で きたのであ る。私 は、 ここにあげ た事例 は
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決 して特 定の少 数の学生 だけの問題 ではな く、作文力の問題 と してのみ な らず、同

時 に レポー トの作成技術 まで考 えるな らば、率直 にいって大 な り小 な り多 くの学生

につ いてい えるのではないか と思 っている。 もっ とも、正確 な文章 を書 くとい うこ

とはそ うたやす いこ とではない ことはよ く承知 している。

教師の怠慢

ここで私が問題 に したいのは、学生 にとって、少 くとも基礎 的段 階において最 も

重要 な レポー ト作成 の技術お よび作文力 の指導 の絶好の機 会で もある レポー ト提 出

が 、その 目的のため には殆 ど活用 されていないので はないか とい う点であ る。 しか

も、それは殆 どの場合 、教 師の怠慢 による ところが大 きいのではないか とい うこ と

である。

私 は、先の学生 を翌 日呼 んで、文章それ 自体が なってい ない ことを指摘 す る とと

もに、 レポー トの作成方法 について詳細 に指導 し、や り直 しを命 じた。私 は、担 当

教員 の高 い評価 を期待 して出 した 自信作 が、一 日に してみ る も無惨 な姿で返却 され

た ことによ り、この学生 は再 びペ ンを とる勇気 があるだろ うか と、ある種の不安 を

抱 いて反応 を待 った。2、3日 して会 った 時 、 この学 生 は、 落胆 どころか大変 に感

激 した と語 って くれた。 まず 第1に 、4年 間 の大 学 生 活 で は じめ て レポ ー トの返却

を受 けたこ とを喜 び、第2に 、 自分 の 文 章 の 一字 一 句 が は じめて教 師の手 に よって

チ ェ ックされたの を目の前 に して感激 した との ことであった。そ して、彼 は卒業 を

数 カ月 に控 えて、始めて 自分 の文章の どこが悪 いのか を知 った とい う。彼 は、最終

的 には最初 の もの に比べ れ ばはるか に良い レポー トを提 出 して学 園 を去 ってい っ

た。現在 は社会の責任 あ る一員 と して頑張 ってい ると信 じてい るが、 しか し、 レポ

ー トを作成 した り
、文章 を書 いた りしなければ ならない時(そ の機 会 は、 彼 が 重 要

な地位 を占 める ようになれば、それに比例 して多 くなるのが一般 的である)は 、 き

っ と取 得 した単 位 の 評価 の ことよ りもはるか に強 く、大学の4年 間 に作 文 の訓 練 や

レポ ー ト作 成 の技術 を修得 す る機会が殆 どなか った ことを嘆いてい る様子が鮮明 に

想像 されるのであ る。私 はその ことを思 う時、教 師の一 人 として責任 の一端 を感 じ

て今で も心が憂 うつになるのである。

総 じて、今 の大学生 は、提 出 した レポー トは再 び手元 に戻 って相 まみえる ことは

ない ものだ と、殆 ど自 らの経験 によって思い込 んでいる ようであ る。4年 の 間 に一

度 も返 却 され た こ とが ないのであれ ば学生 がそ う思い込 むの も無理 はない と思 う。

学生か らの返却要求がないこ とを無気力 と責め ることな ど決 してで きない。む しろ、
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教 師 の怠慢 と して非難 されて も弁 解 の余 地 はない もの と覚悟 を決め るべ きであ ろ

う。

レポー トは、教 師 とって、多 くの場合単 なる評価 の対象 で しか な く、成績報告書

の作 成が完 了 したあ との行 方 な ど全 く無 関心 の人が多 いので はないか と推 察 され

る。少数の例外 を除いて殆 どが無雑作 に茶色封筒 につ め込 まれ、研 究室 か 自宅 の書

斎 の片隅 に永久 に死蔵 されるケースが多い と思 われる。 もっ とも、成績評価 のため

に どれだけ真剣 に個 々の レポー トをチ ェ ック したのか とい うこ とさえ疑 わ しく、常

に後味 の悪 い思い を経験 している教師 もかな りいる と思 っている。

これ に対 して、多 くの向学心 に富む学生 にとっては、提 出 した レポー トは内容の

貧弱 さに もかかわ らず 、 自己の思考 と時間 を投入 してま とめあげた、若 き時代 にお

ける数少 ない立派 な知 的生産物であ る。 しか も、それが よ り価値 の高 い次 の知的生

産物 を生 むため には、教師が文章 お よび内容 につ いてチ ェ ック し、論評 を加 え、そ

れが本 人の手元 に戻 されなければ な らない。 もちろん、本人がそれ を次 の作業の た

めの基礎 として活用 しなければそれ以上 の効果 は期待 で きないのであるが、教師か

らの レポー トの返却 は本人の 自己啓発 を誘導す る重要 な契機 とな り得 るこ とは明 白

である。

もっとも、現在 の学生の提 出す る レポー トを立派 な知 的生産物 とみ るこ とに対 し

て、多 くの教師が 自らの経験 によって躊 躇す るであろ う。 なぜ な ら、2,3の 参考

書 の 中 か ら、 あ るい は最 近 で は インターネ ッ トか ら関連す る箇所 を抜 き出 し、それ

を継 ぎは ぎ してで きあが った部分がか な り多 いか らである。確か に継 ぎは ぎ的 レポ

ー トは、その段 階 に とどまる限 りにお いてはそれ ほ どの効果 は期待 で きない。 しか

し、将来、立派 な レポ0ト や論 文 が 書 け る よう に なる た めの努力 につ なが る出発点

と しては重大 な意味 をもつ。黒板 を前 に して座 る立場 か ら、今で は黒板 を背 に して

立 つ立場 に変 った教 師の多 くが、 レポー ト作 成の当初 は、ある主題 について書 かれ

た参考書の 中か ら関連す る箇所 を引用 して、それ らを一つの筋の通 った もの に組 み

立 てて仕上 げてい くとい うことか ら作 業 を始 めたのである。要 は、 この作業 の次 に

自分の ま とめ ようと してい る領域 では何 を問題 に し、何 を問題 に しないのか、また、

何が解決 されてお り、何 が解決 されて いないのか、 とい うことをたえず把握す る よ

うに努め るこ とであ る。 この ような営みの蒸留 か ら、 自然 に独創性 が生 まれ、やが

て立派 な知的生産物 となって行 くのであ る。 この ような意味で、大 学時代 に、特 に

初期の段 階で作成 す るレポー トが、 た とえその作成方法や内容 に独創性 が乏 しいが

故 に レポー トその ものの出来が貧弱 となってい ると して も、私 は学生諸君 にその努
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力 と成果 は大事 に しな さい と言 い続 けている。

レポー ト返却

私 は、 自分 の作 成 した レポー トの行方 など どうで もよい と考 えている学生の将 来

は、決 して実 り多 い もの とはな らない ことを忠告 してい る。それ に もかか わ らず 、

現在 の学生 の多 くが、 自分の作成 した レポー トに無 関心で ある とい う状況がみ られ

る。その理 由の本源的 な もの は、それに対 して誇 りを感 じてい ないためである と思

われて ならない。つ ま り、 自 らの手 になる レポー トを立派 な知的生産物 と して学生

自身が 目覚 していない とい うこ とである。誇 りを感 じていないか らこそ作成 の意義

を理解せず、ただ出せ ば よい との思 いに終始す るのであろ う。そ して、その誇 りを

感 じさせてい ない現状 は、学生 を して、提 出 した レポー トは二度 と手元 に戻 って こ

ない と思い込 ませ ている現在の大学教育 のあ り方か ら生 まれた もの と言 って も過言

で はあるまい。学ぶ ことを本来の業 とすべ き学生が、怠惰 やマージ ャンや酒色 をよ

り楽 しむ楽生 にな らないため に も、彼 らに自己の知的生産に誇 りを持 たす ことは重

要 な こととい える。 自分が作成す る レポー トに対 して誇 りと愛情 を抱 かせ るために

は、提 出され た レポー トにで きるだけ詳細 に論評 を加 えて、学生 の手元 に返却す る

とい うことが強 く求め られ る。

私 は、教師 によって詳細 に赤ペ ンで添削 され、返却 された レポー トほ ど学生 にと

って貴重 な財産 はない と思 っている。私 は また、そのこ とのわか る、つ ま り、そ こ

に大 なる主観的価値 を見 い出せ る学生 をよ り多 く育 てるこ とが教 師の重要 な仕事 の

一 つだ とも思 っている
。

私 が、以上 において、教 師が学生 に課 している レポー トに関連 して、それの有効

な活用 を、 と くに教師の側 に向って提 言 したのは、 これほ ど多量 に提 出 される レポ

ー トが、単 に教師の成績評価 のためにのみ使 われ、学生の レポー ト作成技術の修得

並 び に基礎学力 としての作文力 の養成の ため には殆 ど活用 されていない現状 を憂 え

るか らである。 もちろん、 レポー トの添削、返却 の作業 は、教 師 にとっては大変 な

作 業である。特 に受講生の多 い クラスの担任 にとっては、この提言 は、腹立 た しい

限 りに違 いない。 しか し、 よ く考 えてみれば大学 が学生 を各種の方法 で受 け入れ る

とい うことは、入学後の教育 にそれ相応の努 力 をは らうとい う決意 と自信 の表明で

はないだろ うか。 そ うであ るとすれば、学生 に対 す るレポー トの返却(こ こで 言 っ

て い るの は 、教 師 が 誠 意 を もって添削 した もの)と い う作 業 はそ れ程 難 儀 な こ とで

は ない はず であ る。全教 員が多忙 な研究 ・教育活動 の中で、 レポー トの 回収一 論
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評 ・添削一返却 とい う作業 を通 じて、現在 の大学教 育の直面 している一つ の重要 な

問題 の改 善のために、勇気あ る決意 を もって取 り組 んでい くことを願 っている。 も

とよ り、私 は この紙面 に、今後 も引 き続 き可能 な限 りの努 力 を してい く新 たな決意

を披露 してい るつ もりである。

〈第二話〉教師から学生へ一知的学生生活の確立

学生 の証明

学生諸君がすで に体験 している ように、大学生活 は高校生活 に比べ て時間的 には

大変 ゆ と りが ある。大学 に入 ると同時 に、朝 か ら午後3時 頃 まで 出席 を強制 され る

授 業 が ビ ッシ リ詰 まって、身動 きもで きない状 況 にあ った高校時代 までの生活 か ら

解放 され る。

受講科 目数 も少 ない し、出席 も強制 されない。夏 、春 の休暇 も長期 間与 え られ る。

一方 では、学生 としての一定 の社会的身分が保 障 され、多 くの場 合 に一個 の人格 と

して尊重 され るこ とになる。試験 や レポー トさえなければこれ ほ ど楽 しい ことろは

ない と思 ってい る学生 は多 いで あろ う。 もちろん、エ ンジ ョイす ることは大変結構1

であ る。諸 君 は大 学生 活 のみ な らず人生 その もの を大 い にエ ンジ ョイすべ きであ る。

しか し、エ ンジ ョイの仕方 には、 自 らのおかれた状況 に相応 した一定 の原則が認識

され なければ ならない。学生 には"学 生 で あ る こ との 証 明"が 日常 的 に要 求 され る

わ けで あ る。

はっ きり言えば、学ぶ意欲 の ない学 生は大学 に とどまる理 由はない とい うこ とで

あ る。大学 とい うところは、あ る程度 の基礎学力 を もち、かつ、学問研究 の意欲 を

もつ ものだけが行 くところであ る。従 って、基礎 学力が ないかあるいは大学の4年

間 を通 じて補 強 で きる見 通 しが立 たない人や、学ぶ意欲の ない人は大学 にいる資格

はない といって よいであ ろ う。 と くに、勉学意欲 の ない人 はい さぎよ く大学 を離れ

て、社会 人 と して 自らの 人生 を切 り開いていった方が、本 人のために も大学 に とっ

て も望 ま しい とさえ思 う。 この ように、大学 は学生の 自発性 が最 も要求 され る とこ

ろである。従 って、そ こにおけ る教育 の本質 は、学生 が 自分 で考 え、 自分で学ぶ力

を養 うため に講義 やゼ ミナール等 を通 じて間断 な き知的刺激 を与え ることにあ る。

ところで、現状 は大学 に入学 した者 のほぼ4割 が勉 学 意 欲 が あ るの か ど うか疑 わ

しい状況 である。現在 、私 の講義(会 計 学 原 理)に 常 時 出席 して い るの は登 録 人員

の5～6割(150人)程 度 で あ る。 他 の ク ラス も大 体 そ うい う状 況 の ようで あ る。

これは必ず しも私の クラスのみで はな く現代 の学生一般 につ いていえるよ うに思 わ
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れる。講義 に出席 しない残 りの5～4割 の学 生(も っ と も、試 験 当 日の み は満 員御

礼 の大盛況であ る)は 、そ の 間 、一体 何 を して過 ご しているのか全 く想像 で きない。

よ もやアルバ イ トを本 業 と しているわけで もある まい。 もちろん、講義へ 出席 して

いればそれで よい とい うものでは ないが、基本 的には広 い意味での教養 を身 につけ、

専 門課程 での研究 テーマ(あ る い は関 心 領域)を もて る よ うに な るた め に は、 毎 日

の講義 に きちん と自らの意思 で出席 し、教師の講義 をま じめに聞 くとい う日常の態

度が大切 である。

学生諸君 には、絶 えず 自 らに、「何 の ため に大学 に通 ってい るのか」、「学ぶ意欲

が あるのか」 を厳 しく問い、反省 と発奮 のパ ラレルな心 の作用 をまず育てあげてい

って欲 しい と思 う。

サー クル活動 への参加

ところで、学生生活 を有意義 に過 ごす上でサー クル活動 への参加 は確 かに重要で

あ る。文化系 に しろ体 育系 に しろ、所属す るサー クルの活動 に積極 的 に参加す るこ

とによって、講義で学習す ることので きない領域 の研究が グループで行 える ととも

に、各面 の人間修練(と くに協 調 性 や指 導 性 に富 ん だ 人間の形成)が 期 待 で き、か

つ 、 友情 が は ぐ くまれてい くか らである。 この よ うに、サ ー クル活動 は学生生活 の

一方の核 であ り、従 って、サ ークル活動 に多 くの時間 を配分す る ことは容易 に うな

づ けるわけであ る。最近で は、サー クル活動 に参加 しない学生 が増 えてい るようで

ある。参加 していない学生 に とって は、参加学生 に比べ て多 くの重要 な もの を得 る

機会 を自ら放棄 してい ることは間違い ない。で きるだけ多 くの学生がサ ークル活動

に積 極 的 に参加 して 、学生 生活 を実 り豊 か に、 かつ 、エ ンジ ョイ して欲 しい と思

う。

しか しなが ら、学生の本分 は学問 をす るこ とにあるので、正規の時間 または時間

外 での"学 習"が 主 た る活動 で な けれ ば な らない こ とは強調 され過 ぎることはない。

もし、サー クル活動 に意欲 的 に取 り組 んでいる学生 の中 に、学生生活 についてサ ー

クル活動 を主 と し、学問研 究 を従 とする ような本末転倒 な考 え方が ある とす るな ら

ば早急 に改 め る必 要があ る。 かつ て私 の尊敬 す る教授 が、 「クラブ活動 を重視す る

学生が 開 きなお って、"学 問 だ けが 能 で は ない"と 言 って は ばか らない な ら、逆 に、

学 問す ら身 につ けない惰 弱 な人 間にそ んなセ リフ を吐 く資格 な んぞ ない とい いた

い」 と述べ 、その ような学生 の考 えを厳 し く戒 め られた。全 く同感 であ る。 また、

甲子 園で史上3度 の春 夏 連 続 優勝 を とげ 、 監督 就任以来合計6回 の 甲子 園出場 を果
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た した和歌 山箕 島高校 の尾藤監督 の野球部員 に対 する指導 の基本 は、学業 をおろそ

か にす るな とい うことであ った とい う。 「2」 以 下 の成 績 しか残 せ なか っ た生徒 は

部活 を停止 した とい う話 である。 その こ とは大学 におけるサ ークル活動 につ いて も

その まま当 てはまる ように思 う。 この ような逆 さまな意識の もとにサー クル活動 に

熱心である学生 は、心 を入れ替 えて もらわねばな らない。

一方
、勉学 の意欲がか な り高 く、かつ、サ0ク ル活動 や 自治会 活 動 等 の運 営 にか

な りの時間 を割 いている学生が常 に心すべ きこ とは、その こ とに埋没 して しまって

学習す る時 間 をもたなか ったな どのために、学習す る際の知 的緊張感 に耐 える力 を

スポ イル された りす るこ とがない ようにす るこ とであ る。 この ことは意外 にわか っ

ていない学生が多 い。 とか く組織 の リー ダーをや っている と、活動 を活発 に しよう

と望 むだけそれ についての技術や喜 びが増大 して、つい時 の大河 に流 されて しまう

もので ある。意欲 的 にやっただけ種 々の面で成 長する ことは事 実 だが、その間、机

に向 うこ とを忘 れている うちに最 も大事 な"学 ぶ姿 勢"を 喪失 す る こ と にな りか ね

ない の で ある。

私は若 い頃、文化系 サークルの商学研 究 クラブの顧 問を引 き受 けた経験 があ るが、

同クラブの リー ダー諸君 と接 していて感 じた ことは、彼 らの クラブ運営 の業務 と勉

学 との両立 の問題で ある。同 クラブの活動 内容 は商学研 究(と くに簿 記 、 会計 学 に

つ い て 、技 能検 定試験 を学習上 の手段 として有効 に活用 して学習 している)で あ り、

そ の 限 りにお い て は勉 学 との両立 の問題 はそれ ほど大 き くはない といえ よう。ただ、

どの組織 で もそ うであ るが、活動 内容 の企 画、実践 、総括 に付随す る研 究以外 の諸

作業 が、 リー ダーに とってはかな りの負担であ ることは間違 いない。それは、教 師

が研究のみ に没頭す るだけでは充分で な く、教 育 にも当然 に多 くの時間 を割 かなけ

ればな らない と同時 に、大学運営 に も熱心 で なければな らず、 しか もこの3者 は容

易 にバ ラ ンス しが た い実状 にあるこ とと本 質的 にはかわ らない。

クラブ活動 と勉学 が両立 で きず に苦悶 している状態 に関 して、彼 らか ら時 々相談

を持 ちかけ られた ことが あった。関わ っている以上、いずれ について もよ り完全 に

推進すべ く、意欲 的にな らざるを得 ないのが知 的人 間一般 の特性 である。彼 らの多

くが 、積極 的 にサ ークル活動 に関わ ってい る過 程で 、ふ とこれで よいのか とい う、

あの何 ともた とえ よ うの ない寂蓼感 におそわれ る時が少 なか らず あ る と思 われる。

とくに、水準の高い資格試験 や学 問研 究 を目指 そ うとしている者 に とって、 この苦

悶は、 日々心 中秘か に くすぶ っている とい う程度 の ものではな く、時 にはサー クル

活動 その ものか ら完全 に身 を退 きたい衝 動 にか られ るほ ど激 しい ものがあ る と想像
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される。

私が彼 らにア ドバ イスで きるこ とは、第1に 、サ ー クル活 動 か ら離 れ る こ とは、

一時的 には 自分の時 間をこれ まで以上 に多 く持 つ ことがで きて プラスの ように思 え

るが、結局 は"機 会原 価"が 大 きい こ と、 第2に 、 これが 最 も重 要 な こ とだが 、サ

ー クル活動 に多忙 となる時ほ ど強 く感 じるあの寂 蓼感 を こそ最 も大事 にすべ きであ

ること、の2点 で あ る。確 か に知 的 に成 長 してい く学生 を観察 している と、一方 で

サ ークル活動 か ら逃 げ出 さず、他 方で心 の中では 自己の学 習の進度 を測定 しつつ 、

時 に両立 の問題で悶 々 とした 日を送 ってい るようである。 この問題 は、あの寂蓼感

を大事 に しつつ 、本人の"知 的 闘 い"の 経 験 に よっ て解 決 して い か な ければな らな

い性 質の ものであ るように思われる。

知的学生生活のすすめ

い まか ら30年 前 は、 私 も教 壇 に向 っ て教 師 の話 を聞いた り、 ノー トをとった りし

ていた。私 の学生時代 と現在 の学生 とで は どこが どう違 うのか、い ま しき りに学 生

諸君 とのつ きあいの 中で観察 している ところである。私生活 にわた って知 る機会が

ない上 、 自分 の立場が当時 とガラ リと変 ったので、現在の学生が毎 日何 を考 え、何

を して過 ご しているのか想像が 困難 である。私の体験 した、あ るいは考 えてい る学

生生活 とい うものが どれ ほ ど現在の学生諸君 に参考 になるか わか らない。 しか し、

30年 とい う時 の経 過 を蒸 留 して み て 、結局何が 一番 よか ったのか を考 えてみれば、

時代 を超 えて共通 して言 える ものがある ように思 う。

人 にはそれぞれ、 その人のおかれた状況 に応 じた生活態度 という ものがある。父

親 には父親 ら しい言動が、学生 には学生 にふ さわ しい 日常生活が、 また、教師 には

教 師 にふ さわ しい水準 の生活態度 が要求 され るのである。と くに、われわれ教 師は、

教育者 として、かつ 、研 究者 と して社会的 に重要な仕事 をまか されてお り、われわ

れの社会 に対す る態度や指 導のあ り方が多 くの人々 に多大 な影響 を及ぼす ものであ

るため、仕事 と しての講義 に真面 目になるだけではな く、 日々の生活態度 それ 自体

が相応 の水準 に維持 されてい なければな らない。社 会的には立派 な教育者 あるいは

指導者 とみな されている人が、 自分 の子供の教育 に失敗 した例 は身近 によ く聞 く話

であ る。 それは、結局 は、その人の家庭 にお ける 日常生活が、社 会での立派 な仕事

ぶ りに相応 しくない態度 で あ り続 けてい くところ に根 本原 因が ある よ うに思 われ

る。た とえば、子供 には本 を読め とか、勉 強 しろ と言 うのに 自分 はテ レビをみた り、

酒 を飲 んだ り、遊 びに出た りの毎 日では、いかに外で立派な ことをや った として も、
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少 な くともそれ を見 ている家庭人 の教育 な どで きようはずが ない。 日常生活 に嘘が

あってはいけ ないのであ る。

言 うまで もな く、学生 の仕事 は勉 学 にはげ むことである。 もちろん、学生 のおか

れた今 日的状 況 については十分承知 してい るつ もりである。否、む しろ学生諸君以

上 に理解 してい るつ もりである。 それで もなお、私 は一 日の うちの利用可能 な時 間

の常 に最大量 を、本 とペ ンとのつ き合い に費 やすのが学生の仕事 であ ることを強調

したいのであ る。 こんな 自明 のこ とを今 さ ら強調 しなければな らないほ ど、学生諸

君 の 自覚が薄れ てい る現状 にある。われ われ教 師は 自らの態度 を厳 し く律 しつ つ、

教育内容の改善のため にあ らゆる努 力 をはらう決意 を日々新 たに している ことは信

じて よい と思 う。多 くの教師か ら、毎 日の講義 出席 を義務づ けるべ きである とす る

意見 を聞 くこ とが少 な くない。本 来、大 学 は、「強制 して大学 に出て来い とか、講

義 を強制的 に受け させ る とか 、そ うい うことは一切 しない」 ところであるに もかか

わ らず、出席 を義務づ けるべ きとす る意見 の多 い点 につ いて は、学 生諸君 は十分肝

に銘 じて欲 しい と思 う。

さて、私 の 目か ら見 た学生生 活の望 ま しい あ り方 は どの よ うな ものか とい えば、

一言でい えば、本 やペ ンや机 をその最 も重 要 な交渉相手 とす る生活 ス タイルの確立

を目指す とい うことになる。つ ま り、本 を読 んだ り、文章や レポー トを書 いた りす

るこ とに ヨリ多 くの時間を費 し、 しか も、そ こに ヨリ大 きな喜 びを感 じる ような生

活 ス タイルの確立 こそ、4年 間の学 生生 活 の 中 で修 得 しな ければな らない最重要事

である。その ような生活 ス タイルを確立 す る作業 の完成 は、若ければ若 い うちほ ど

よいか らである。

大学 に入れ ば、現代 社会 をヨ リよ く生 きる上 で必要 な教 養 を身につ けるため に、

実 に多 くの こ とを学修す る。 自分の関心 を引 く学 問領域 もあれ ば、全 く関心が ない

のに学 ばなければ ならない領域 もあ る。4年 とい う限 られ た期 間 で 、 これ だけの こ

とを完全 に修得 す ることは どだい無 理 な話 である。大学 の もつ本質的な役割 は、一

生一人で学び続 けていけるだけの基礎学 力 と、学 び続 けてい けるための生活 ス タイ

ルを身 につけ させ ることであ る、 と私は思 っている。 と くに、後者の場合 、 日常生

活 のあ り方それ 自体 が、それ に相応 しいス タイルになってい なければな らないので

ある。社 会人 になってか らも絶 えず、本 を読 まなければな らない、読 みたい と思い

つつ もつい多忙 なために結局1ケ 月 も半 年 も、 さ らに は1年 間 も机 に向 う こ とを し

な けれ ば、常 に心 は悶々 と した状態か ら抜 け出せ ないのであ る。学 生時代 はガム シ

ャラに勉 学 に励 んだ者が 、卒業後社 会人 となってか らはパ ッタリ本 を買 わな くなっ
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た り、本 を全 く読 まな くなった りす る例 は私 の周 囲 に もゴロ ゴロ ころが っている。

そ うなった最大 の理 由は、学 生時代 の勉学が単位取得 や就職試験 の ための期限付 学

習 に終始 したために、 日常 的 に好 きな本 を読 んだ り、意欲的 に専門書 を読解 した り

す る、 自発 的勉学 を基礎 とした生活 ス タイルが確立 していない こ とにある と思 われ

る。

先 に強調 した ように、学生 は学習 する ことが仕事 であ って、 その こ とを自覚 して

4年 間 を意 欲 的 に取 り組 む こ とに よって、私 のい う知的生活 ス タイルが形成 され、

定着 してい くのである。その ため には講義 に出て きた時のみ本 を開 き、文字 を書 く

とい う態度では どう しようもないのである。大学での講義時 間のみ を勉 強 し、普段

はテ レビやマ ンガばか りみ る生活では一般 の社会人 と全 く変 らない。そ んな ことで

は、あ えて大学 にきた意味が ない こ とになる。 もし勉 強する気力が なければ この4

年 間 を別 の 人 生 に振 り向 け 、専 門技術 の修得や一定の人的 ネ ッ トワークの組織化 を

行 なった方が 賢明であ る。

学生諸君 には、家庭で のプ ライベー トな生活の 中で も、友達 との交 渉の中で も、

つ ま り時 と場所 を選 ばず 、常 に"学 生"で あ る こ とが 要 求 され て い る。4年 間 にそ

の よ うな知 的 生 活 ス タ イル を作 り上げていけば、卒業後就職 について も、あ るいは

家庭人 となって も、読 む楽 しさや、学ぶ喜 び を自分の もの として豊 かな人生 を送 る

ことがで きるわけであ る。

〈エ ピローグ〉

現代 は一般 に映像文化 の社会、 あるいは フィー リングの社 会 といわれ、 しか もそ

の傾 向は ます ます強 まる状況 にる。映像 や フ ィー リングによる文化 の理解や意思 の

伝達 は、われわれ を して安逸 な方 向に流れ させ る危険 をは らんでいる。 フィー リン

グに生 き、安逸 は方向 に流 れる生活 ス タイルか らは、論理的思考 や緊張感 を伴 う知

的生産 は期待で きない とい って よい。学生諸君 を取 り巻 く今 日的状 況が この ような

フィー リングの社会 だか らこそ、逆 に、学生 に対 して可能 な限 り文章 を多 く読 ませ 、

レポー トを書かせ、論 理的 な思考 の訓練 を行 なわ しめる ことが教育現場 に要請 され

てい るもの と考 える。

学生諸君 には4年 間の学 生生 活 の 間 に、 自己 の"知 的 闘 い"の 経 験 を基 礎 に 、 自

分 に最 も適 した知的生活ス タイル を確立 して欲 しい と思 う。学生諸 君の中に、 もし

そ うい う生活 ス タイルが出来あがっている者がいれば、た とえ、たまた まテス トの

成績が悪 い科 目が あった として も、 これは決 して失意 に当た らない こ とを自信 を も
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って表明 したい。

(注)こ のレポー トの中で示 された教師お よび学生の教育実態に関する内容は、必

ず しも筆者が現在所属する神奈川大学経営学部での個別的 ・具体的事実や事例 を指

す ものではな く、筆者の これまでの長年 にわたる教育実践の過程で体験 し、確信 し

たことに基づいていることを断っておきたい。
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